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　身近なイベントや、まちかどの
話題を皆さんから募集しています。

企 画 展「 染 め る・ 織 る・ 縫 う 」 を 開 催

清 瀬 焼 陶 芸 会 作 品 展 を 開 催

清瀬市と立科町が「友好交流都市協定」を締結

きよせさくらまつり・カタクリまつりを開催

清瀬市公共下水道柳瀬川右岸５号雨水幹線整備に感謝状

　３月 11 日～ 15 日、郷土博物館で、企画展「染める・織る・縫う」
が行われました。
　この企画展は、染め物・はたおり・和裁の各教室の受講生や講師、
活動グループの成果を一堂に展示するものです。
　期間中は、手縫いで便利な小物を作ったり、ストールを藍で染め
たり、はたおり体験を行うなど、「染める・織る・縫う」を体感で
きる催しとなりました。

　２月 27 日～３月８日、郷
土博物館で「清瀬焼陶芸会作
品展」が行われました。
　この作品展は、「清瀬焼陶
芸会」の会員によるもので、
期間中は、会員 166 人の方が、
自由な発想のもと、丁寧に作
り上げた作品 323 点が一堂に
展示されました。

　３月 26 日、市は長野県立科
町と「友好交流都市協定」を締
結しました。
　今後市では、教育や産業、観
光などの分野で交流を深め、更
に相互の友好関係を発展させて
いきます。

　３月 27 日～ 30 日、東京
辰巳国際水泳場（江東区辰
巳二丁目）で、「第 37 回全
国 JOC ジュニアオリンピック
カップ春季水泳競技大会」
が行われました。
　セントラルウェルネスクラ
ブ清瀬店より、米光美桜さん

　3 月 27 日～ 4 月 5 日、台田運動公園で「きよせさくらまつり」が、
3 月 28 日～ 4 月 5 日、中里緑地保全地域他で「きよせカタクリま
つり」が行われました。
　期間中は両会場とも、多くの来場者でにぎわいました。

　３月 19 日、清瀬
市公共下水道柳瀬川
右岸５号雨水幹線整
備を施工した、淺沼・
今村建設共同企業体
に、市から感謝状が
贈呈されました。
　同企業体は、市で
初めての大規模な雨

①がんばりすと②まちかどニュース③清瀬こども俳句
応募方法　①②は掲載希望号の１か月前（必着）までに、写真（デー
タが望ましい）に説明を添えて、住所・氏名・電話番号を記入し、郵
送・持参・メールで秘書広報課へ、③は小・中学生対象で、はがきに
俳句・住所・氏名・年齢・学校名・学年・電話番号を記入し、郵送
または直接〒 204―0021 元町１－２－ 11 生涯学習スポーツ課へ（随
時受け付け）
問合せ　①②＝秘書広報課広報広聴係☎ 497・1808、③＝生涯学習
スポーツ課☎ 495・7001
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第 37 回 全 国 JOC ジ ュ ニ ア オ リ ン ピ ッ
ク カッ プ 春 季 水 泳 競 技 大 会 に 出 場

市役所職員をかたる不審な電話が多発しています。ご注意ください！
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　市内の小・中学校では、「第７回石田波郷俳
句大会（秋開催）」に向けて、地元俳人による
俳句の出前授業が始まります。また、市報では、
毎月 15 日号に小・中学生の俳句を紹介していき
ます。
　今回は第６回入賞作品を紹介します。応募総
数は、市外からの参加を含め 6,800 句を超えまし
た。清瀬の小・中学生の俳句力は、回を重ねる
ごとに目を見張るものがあります。
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初めての俳句教室

　全くの初心から実作までを全 10 回のカリキュラムで楽しくしっ
かりと学んでいきます。毎回前半は基本を講義し、後半の実作では
皆さんが作成した句について講評して作句のポイントをアドバイス
します。10 月の石田波郷俳句大会への投句を目指してスタートし
ましょう。先着 30 人。
日時　５月～平成 28 年２月までの第４土曜日午後１時～３時（日
程は変更になる場合があります）
場所　生涯学習センター
講師　石田波郷俳句大会実行委員　大山恭子氏
申込み　電話で生涯学習スポーツ課☎ 495・7001 へ

参加者募集
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（200㍍自由形・100㍍バタフライ）、福島可織さん（200㍍個人メドレー・
50㍍バタフライ・50㍍背泳ぎ）、澤響花さん（50㍍背泳ぎ）の３人の
選手が出場しました。
　皆さんは、次回の大会に向け毎日練習しているとのことです。

水幹線の工事だけでなく、地域の清掃活動に積極的に参加するなど、
地域の公益及び住民福祉の向上に向けた取り組みも行っており、そ
の功績などがたたえられました。

市 役 所 １ 階 に 記 念 撮 影 コ ー ナ ー を 設 置
　多摩 26 市一番の窓口を目指す取り
組みの一環として、本庁舎１階フロア
に記念撮影コーナーを設置しました。
　このコーナーは、市民の方の提案を
受けて設置したもので、パネルには市
内の風景や市章が使用されており、「ハ
ッピーウェディング」などの文字や、
日付を貼れるホワイトボードの他、夜記念撮影コーナー

間窓口用のパネルもあります。
　お持ちになったカメラなどで撮影をお手伝いしますので、 「婚姻
届」や「出生届」などの手続きに訪れた際はぜひご利用ください。


